
発行人：野々市市文化協会　会長　中村 昭一

所在地：〒921-8815　石川県野々市市本町5丁目4番1号　TEL：076-248-8000　MAIL：bunkyo@nono1.jp　WEB：https://.bunkyo.nono1.jp
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CONGRATULATIONS!

 Board Member List

Soba Club 

令和8年度 野々市市⽂化協会役員⼀覧

西本 正明（将棋協会）

中村　慶⼦（⺠謡協会）

【文化功労賞】
令
和
７
年
度 

⽂
化
協
会
表
彰
贈
呈
式
が
 
⽉
３
⽇
︵
⽂
化
の
⽇
︶

野
々
市
市
役
所
ホ
ー
ル
椿
に
て
挙
⾏
さ
れ
︑
次
の
７
⽒
に
表
彰
状

と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
り
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
︒

　�

⼦
ど
も
の
頃
か
ら
バ
レ
エ
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
多
様
な
ダ
ン
ス
に
親
し
ん
で

き
ま
し
た
が
︑
現
在
は
︑
無
理
な
く
体
を
動
か
せ
年
齢
を
重
ね
て
も
続
け
ら
れ
る

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
魅
⼒
を
深
く
感
じ
て
い
ま
す
︒

　
指
導
を
通
じ
て
︑
踊
れ
な
か
っ
た
⽅
が
少
し
ず
つ
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
⼼
⾝

と
も
に
い
き
い
き
と
さ
れ
て
い
く
姿
に
触
れ
る
た
び
︑
⼤
き
な
喜
び
と
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
︒

　
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
⽀
え
ら
れ
て
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
つ

つ
︑
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
⽅
に
⾳
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
お

伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

わ
が
協
会
に

こ
の
人
あ
り
！期

待
の
　 星星

野 々 市 市 文 化 協 会 公 式
キ ャ ラ ク タ ー

野 々 市 市 文 化 協 会 だ よ り第 3 9 号 令 和 8 年 7 月 1 日 ［ ４ ］

　
前
⽥
幸
三
郎
さ
ん
は
︑
３
年
前
の
そ
ば
打
ち
体
験
会
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
当

俱
楽
部
へ
⼊
会
さ
れ
ま
し
た
︒�

福
井
県
の
ご
出
⾝
で
︑
⻑
年
に
わ
た
り
医
療
関
係
の

会
社
に
勤
務
さ
れ
︑
全
国
各
地
を
⾶
び
回
り
な
が
ら
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
︒
定
年
退

職
後
は
野
々
市
に
定
住
さ
れ
︑
ご
夫
婦
で
第
⼆
の
⼈
⽣
を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
︒
そ
の
中
で
︑
そ
ば
と
の
出
会
い
は
︑
ま
さ
に
新
た
な
趣
味
の
扉
を
開
く

も
の
で
し
た
︒
⼿
打
ち
の
奥
深
さ
と
楽
し
さ
に
魅
了
さ
れ
︑
仲
間
と
の
交
流
も
広
が

り
︑
今
で
は
そ
ば
打
ち
が
⽣
活
の
⼤
き
な
喜
び
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
⾃
作
の
そ
ば
を

ふ
る
ま
う
こ
と
が
励
み
と
な
り
︑
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
ご
夫
婦
で
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
︒

　
今
年
は
段
位
取
得
を
⽬
指
し
て
研
鑽
を
重
ね
て
お
り
︑
そ
の
真
摯
な
姿
勢
は
会
の

仲
間
た
ち
に
も
良
い
刺
激
を
与
え
て
い
ま
す
︒

11

文
化
活
動
の
功
労
功
績
を
た
た
え
る

【文化振興賞】

馬渕 昭夫（菊花協会）

【文化奨励賞】
田嶋 秀之（美術⽂化協会）

平野　義雄（美術⽂化協会）

辻　 清治（美術⽂化協会）

紺藤　志⿓（将棋協会）

Rhythm Dance 

【
顧
問
︼

粟
　
 
貴
章
︵
野
々
市
市
⻑
︶

安
原
　
 
透
︵
野
々
市
市
議
会
議
⻑
︶

吉
田
 
 
修
︵
⽯
川
県
議
会
議
員
︶

馬
場
 
弘
勝
︵
⽯
川
県
議
会
議
員
︶

大
久
保
邦
彦
︵
野
々
市
市
教
育
⻑
︶

【
参
与
︼

岩
脇
　
銑
⼀
︵
⽂
化
協
会
前
副
会
⻑
︶

柿
本
　
昭
博
︵
⽂
化
協
会
前
副
会
⻑
︶

髙
見
 
重
任
︵
⽂
化
協
会
前
理
事
⻑
︶

【
会
⻑
︼

中
村
　
昭
⼀
︵
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
︶

【
副
会
⻑
︼

吉
倉
三
喜
男
（
⺠
謡
協
会
︶

中
川
　
晃
成
︵
美
術
⽂
化
協
会
︶

清
水
か
ほ
る
︵
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
︶

【
理
事
⻑
︼

小
松
 
靖
典
︵
⾳
楽
⽂
化
協
会
・
能
楽
愛
好
会
︶

【
副
理
事
⻑
︼

松
本
　
豊
紀
︵
華
道
協
会
︶

【
常
任
理
事
︼

領
毛
 
隆
⼀
︵
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
︶

北
村
　
芳
博
︵
菊
花
協
会
︶

佐
久
間
千
恵
（
椿
愛
好
会
︶

竹
⽥
 
明
男
︵
美
術
⽂
化
協
会
︶

池
田
 
誠
⼀
︵
⾳
楽
⽂
化
協
会
︶

西
保
 
淳
甫
︵
華
道
協
会
︶

小
路
 
秀
明
︵
囲
碁
協
会
︶

塚
本
　
敏
弘
︵
将
棋
協
会
︶

藤
井
　
真
⼈
︵
読
書
会
連
絡
協
議
会
︶

西
本
 
政
之
︵
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
︶

吉
倉
三
喜
男
（
⺠
謡
協
会
︶

格
内
　
昭
⼦
︵
茶
道
協
会
︶

土
屋
 
照
⼆
︵
短
歌
協
会
︶

村
上
　
慎
市
︵
能
楽
愛
好
会
︶

福
野
　
悦
美
︵
伝
統
芸
能
剣
詩
舞
会
︶

岡
田
 
有
⼈
︵
の
の
い
ち
蕎
⻨
倶
楽
部
︶

荒
井
　
⾥
⾹
︵
⽯
川
県
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
協
会
野
々
市
⽀
部
︶

【
理
事
︼

福
井
智
恵
子
︵
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
︶

堀
江
　
繁
樹
︵
菊
花
協
会
︶

乾
野
ア
イ
子
︵
椿
愛
好
会
︶

魚
住
 
紀
扇
︵
美
術
⽂
化
協
会
︶

山
本
 
貴
志
︵
⾳
楽
⽂
化
協
会
︶

松
本
　
豊
紀
︵
華
道
協
会
︶

長
澤
 
貞
吉
︵
囲
碁
協
会
︶

窪
田
 
 
弘
︵
将
棋
協
会
︶
★
監
事

堤
　
い
づ
み
︵
読
書
会
連
絡
協
議
会
︶
★
監
事

早
川
　
和
幸
︵
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
︶

塚
本
　
孝
久
︵
⺠
謡
協
会
︶

長
⾕
川
道
⼦
︵
茶
道
協
会
︶

中
西
名
菜
⼦
︵
短
歌
協
会
︶

高
⽊
 
由
次
︵
能
楽
愛
好
会
︶

白
崎
 
清
⼦
︵
伝
統
芸
能
剣
詩
舞
会
︶

前
田
幸
三
郎
︵
の
の
い
ち
蕎
⻨
倶
楽
部
︶

釜
　
 
陽
⼦
︵
⽯
川
県
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
協
会
野
々
市
⽀
部
︶

【
幹
事
︼

浅
野
　
昇�

・�

紺
⽮
 
誠�

・�

富
⽥
 
佳
代

石
川
県
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
協
会
野
々
市
⽀
部

の
の
い
ち
蕎
麦
倶
楽
部

荒
井 

⾥
⾹
さ
ん

あ  

ら  

い
　    

り 

 
か
 

前
田�

幸
三
郎
さ
ん

ま  

え  

だ   

こ 

う�

ざ�

ぶ�

ろ�

う
 

 

初
夏
の
光
が
ま
ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
よ
り

当
協
会
の
活
動
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

 

昨
年
度
は
、
新
規
事
業
と
し
て
「
椿
の
文
化
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
事

業
」
を
実
施
し
、
地
域
に
根
付
く
椿
の
魅
力
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
年

と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
が
椿
に
触
れ
、
学
び
、
表

現
す
る
機
会
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
文
化
協
会
と
し
て
大
き
な
喜
び
で

あ
り
、
未
来
へ
の
確
か
な
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で
開
催
し
た
「
花
と
緑
の
の
い
ち
椿
ま
つ

り
２
０
２
６
」
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
を
２
日
間
に
拡
大
し
、
多

く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
演
団
体
の
皆
さ
ま
の
熱

意
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
地
域
文
化
の
豊
か
さ
と
活
力
を
存
分
に
感
じ

ら
れ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

 

そ
し
て
本
年
度
、
当
協
会
は
設
立
四
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
域
の
文
化
を
支
え
、
育
て
て
来
ら
れ
た
先
人

の
皆
さ
ま
の
努
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
次
の
世
代
へ
文

化
の
灯
を
つ
な
い
で
い
く
責
任
を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
四
十
周

年
を
機
に
、
よ
り
多
く
の
方
が
文
化
に
親
し
み
、
参
加
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
活
動
が
さ
ら

に
輝
き
を
増
し
︑
地
域
に
笑
顔
と
活
⼒
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
︒
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
⽀
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
︒ 

中
村
　
昭
⼀

野
々
市
市
文
化
協
会�

会
⻑

【
令
和
８
年
度
の
目
標
︼

創
立
四
⼗
周
年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
︑

地
域
文
化
の
さ
ら
な
る
発
展
と
協
働
の
輪
を
広
げ
る
︒

椿
の
文
化
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
事
業

椿
ま
つ
り
２
０
２
６

令
和
７
年
度
研
修
旅
行

野 々 市 市 文 化 協 会 だ よ り［ １ ］ 令 和 8 年 7 月 1 日

野 々 市 市 文 化 協 会
ホ ー ム ペ ー ジ

募 集 中 ！

新 規 会 員
お よ び

新 規 加 入 団 体
随 時 募 集

椿挿し木講習会

中学生による椿十徳を学ぶ授業

和菓子づくりとお茶会

百椿図いまむかし展
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加盟団体のご紹介

一人で本を読むのと仲間で1冊の本を読むのとでは、楽しさ

は全然違います。また仲間がいると、読めなかった本も読み

通せるようになります。本がきっかけで友達同士のように話

がはずみます。どうぞあなたもお気軽にご参加を。

野 々 市 市 文 化 協 会 だ よ り 野 々 市 市 文 化 協 会 だ よ り第 3 9 号 第 3 9 号［ ３ ］ 令 和 8 年 7 月 1 日 令 和 8 年 7 月 1 日 ［ ２ ］

読
書
会
連
絡
協
議
会

菊
花
協
会

将
棋
協
会

昭和57年「野々市町将棋サークル」発足以来、40余年の歴史

を重ねました。参加者が70名を超える順位戦、土曜日に行わ

れる「子供教室」、夏の恒例「県下野々市大会」、そして春3月

の「ののいち椿まつりに協賛する将棋大会」など活動は多岐

にわたります。

椿
愛
好
会

「椿の里」ののいちと共に「緑の大切さと人の和」を実施した街づく

りに努めていきます。毎年３月に春を彩る椿まつりをはじめ、挿し木

講習会等、椿の保存と普及に努めています。

気楽に声をかけてください。お待ちしています。

民
謡
協
会

今年は、第36回発表会“民謡まつり”を野々市市文化会館フォルテ

大ホールにて、８月30日（日）11時開演にて行います。お客様の

笑顔や拍手を支えに、日本全国の民謡・民舞60曲を披露させてい

ただきます。また、会員を募っております。ぜひご相談ください。

茶
道
協
会

昨年度は椿まつり茶席とマナビィフェスタ茶席、椿の文化を次世代に語

り継ぐ事業「和菓子づくりとお茶会」への協力、講演会「野々市とツバ

キ」などを行いました。特に裾野拡大を目的として加入した野々市明倫高

校茶道部による椿まつりの初茶席では、緊張の中にもはつらつとした活動

は注目の的でした。

能
楽
愛
好
会

一人でも多くの方に能の魅力を感じていた

だけるよう、ご指導いたします。チョッと

覗いてみようかな、と思われる方は一度お

越しください。全国に誇る石川県立能楽堂

舞台や石屋旅館能楽舞台で一緒に演じてみ

ませんか。お待ちしております。

伝
統
芸
能
剣
詩
舞
会

つりでは、野々市ゆかりの富樫氏が活躍する安宅の関を題材とする演目を披露

しました。興味のある方は、ぜひお気軽にお声かけください。

美
術
文
化
協
会

野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会

音
楽
文
化
協
会

華
道
協
会

囲
碁
協
会

社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会

短
歌
協
会

の
の
い
ち
蕎
麦
倶
楽
部

石
川
県
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
協
会

野
々
市
支
部

MEMBER
ORGANIZATION

会長：朝倉あづさ　会員数：１３９名　活動日時・場所：其々
問合せ：onbunkyo.nono1@gmail.com

会長：塚本敏弘
会員数：９１名
活動日：毎週木曜と土曜 
活動時間：午後６時半〜９時半
（土曜は９時まで）
活動場所：中央公民館 
問合せ先：２４６−４６４３
　　　　　（窪田）

会長：中島 章
会員数：４２名
活動日時・場所：随時 
問合せ：０９０−１３９４−０２１６（乾野）

会長：福野悦美
会員数：２０名
活動日時・場所：
お問合せ下さい。
問合せ：２４８−４１３３

会長：村上慎市
会員数：３０名
活動日時：（火）午後６時〜８時
　　　　　（水）午後２時〜３時半
活動場所：中央公民館・郷公民館等
問合せ：２４６−３１９７

会長：藤井真人
会員数：１３名
活動場所：中央公民館
活動日時：毎月第３水曜 １０時〜１２時〈すずかけ〉
　　　　　毎月最終土曜１３時半〜１６時〈野露〉
問合せ：２４８−２４１４

会長：上田昭夫
会員数：６２名
活動場所：中央・富奥・押野・郷公民館・女性センター
活動日時：お問合せ下さい。
問合せ：２４８−１９５１（塚本）

会長：格内昭子
会員数：５０名
活動日時・場所：下記連絡先にお問合せください。
問合せ：２４６−１１０３

社交ダンスは、健康・美容効果に加え、心身ともに豊かになれる趣

味で、医師も推奨しています。老若男女関係なく興味ある方は、ま

ず一度見学＆無料体験してみませんか。現役プロ（市村先生）の指

導の下、楽しく程よい汗を一緒にかきませんか。

会長：西本政之
会員数：２１名
活動日：毎週火曜
活動時間：
【入門・初級】
１９時〜２０時
 【中級】
２０時〜２１時半
活動場所：
中央公民館ホール
問合せ：０９０−３２９５−５５１０

会長：中西名菜子
会員数：８名
活動日：偶数月の各第３土曜
活動時間：午後１時半〜４時
活動場所：中央公民館
問合せ：２４６−３９００
 

短歌協会は昨年結成３０年を迎え、文化協会

と喜多先生の協力を仰ぎ、「短歌に親しみ、秀

歌を読む」という演題で３０周年記念事業を

開催する事が出来ました。広く市民の皆様に

参加して頂きたく、公開講演会とし、今注目

のクイズ形式で穴うめの短歌を楽しく、そし

て表現の方法も学ぶ事が出来、大変有意義な

公開講演会となりました。短歌は鉛筆とメモ

紙があれば、いつでもどこでも手軽に学べる

事が出来る習い事です。是非短歌サークルに

入って、一緒に学びましょう。

私たちは剣詩舞道の探求や伝

統文化の普及を目的に活動し

ています。令和７年度の椿ま

会長：西保淳甫
会員数：６４名
活動日時・場所：其々
問合せ：
２４６−４５６６（森）

昨年度は第31回花展と同時開催した「こどもチャレンジ生け花展」で41名、椿の

文化を次世代に語り継ぐ事業の「百椿図いまむかし展」で31名の参加があり、親

子で楽しく学びました。さらに、椿まつりへの参加、各イベントの生け花依頼に応

じ、有意義な年でした。

会長：小路秀明
会員数：４６名
活動日：毎週日曜日 
活動時間：午後１時〜５時
活動場所：中央公民館
問合せ：０９０−８９６６−０１１５

会長：竹田明男
会員数：５０名
活動日時・場所：其々
問合せ：２４８－５８９８

会長：小坂 努
会員数：１１名
活動日：４月～１１月 
活動時間：月１、２回 午前中
活動場所：会長宅ビニールハウス
問合せ：０９０－７７４８−５６０７（堀江）

会長：中村昭一
会員数：５７名
活動日：不定期
活動場所：中央公民館
問合せ：２４８－２０３３

加盟17団体　会員数759名
　　　　　（令和８年６月現在）

昭和35年に設立され、毎年野々市じょんからまつりのために踊りと

楽曲の演奏練習に励んできた団体です。祭りだけではなく、イベント

の花添えや全国への普及活動が主な活動となっております。

会長：岡田有人
会員数：７名
活動日：第２．４土曜
活動時間：午後５時〜８時
活動場所：富奥公民館
問合せ：２４８−１７６１
 

会長：荒井里香
会員数：４８名
活動場所：カミーノ・女性センター・
　　　　　御経塚・野々市南ほか
活動日時：お問合せ下さい。
問合せ：０９０－３８８６−８６２４

多くの人に手打ちそばを打つ事の楽しさと美味しさを知って頂く事と多くの仲間と

の交流の輪を広げ、地域貢献や手打ちそば文化の発表の場所への積極的な参加をし

ます。月の例会では技術向上のため自己研鑽に努めて各段位取得を目指します。

リズムダンスはジャンルを問わず

様々な曲に振付をつけたダンスで

す。リズムダンスの普及を通じ、

世代を超えた交流の場をつくり、

文化芸術の発展に貢献します。

今年度は市民どなたでも参加できる体験講習会を開催いたします。

合唱、ジャズ、吹奏楽、管弦楽、琴、和太鼓等の９団体４個人が加盟。

小学校や公民館などで練習を重ね、様々な場所で活躍をしています。

毎年４月に全戸配布している機関誌「音文協」も是非ご覧ください。

みんなのアート展・協会展
　　ご来場お待ちしております

「学びの杜ののいちカレード」を

会場に日本画・洋画・彫刻・工芸・

書・写真の６部門５０名の会員がみんなのアート展と美術文化協会展で作品

を発表しています。また、部門別の展示会なども計画いたしております。

皆様のご来場を会員一同心よりお待ちしております。

私たち囲碁協会は老若男女を問わず、

交流の場所として、毎週日曜日に自由

対局を楽しんでいます。

初心者には、丁寧に指導いたします。

ご興味のある方はぜひ一度、お気軽に見学に来てください。お待ちしております。

例年通り、5月初旬に

大菊の苗の分譲をカミ

ーノの玄関付近で行い

ました。

大菊はその見事な美し

さや迫力ある大きさか

ら、海外では高い評価

を受けていますが、近年の国内では人気が先細りの傾向が

拭えません。こうした状況の中でも、会員は菊作りの技と

心を伝承することこそが大切と考えて日々研鑽を重ね、栽

培と普及活動に取り組んでおります。
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